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国内塗料生産数量の推移



次回
製造へ…

製品に使われる石油缶の他
梱包資材など、あらゆる資材を
積極的にリサイクル、
リユースしています。









※二酸化炭素排出係数 0.311 kg・CO₂/kWh 電力会社（関西電力）の調整後の係数

主な環境負荷の実績

今期の環境経営目標及びその実績

１０

上記の他に化学物質の適正管理、印刷物加工機メンテナンスにおける環境配慮、再生原料利用の推進に取り組んでいます。

2024年2023年2022年基準値年度

（目標）（目標）（実績）（目標）（基準年）項目

2,2122,2352,5432,2822,328kg-CO2
電力によるCO2削減

95%96%109%98%2019年基準年度比

0.01780.02010.0205KWh/千円原単位

9,2129,3088,7469,4049,596kg-CO2₂自動車燃料による
CO2削減

96%97%91%98%2019年基準年度比

11,42311,54311,28811,68511,924kg-CO2上記CO２排出量合計

320331418338356kg
一般廃棄物の削減

90%93%118%95%2019年基準年度比

1.51.71.31.92.2ｔ
産業廃棄物の削減

70%80%58%90%2016年基準年度比

8082518589
水道水の削減

90%92%57%95%2019年基準年度比

67%67%82%67%%非PRTR製品比率向上



主な環境負荷の実績

過去３年間における環境経営目標及びその実績

電力による
CO2削減

自動車燃料による
CO2削減

一般廃棄物
の削減

産業廃棄物
の削減

水道水の削減

１１

2021年2020年2019年年度

（実績）（目標）（実績）（目標）（実績）（目標）項目

3,7673,6173,5693,6173,6913,594Kg-CO2

102%98%97％98%101%98%基準年度比

8,0129,4046,8919,4049,5968,234Kg-CO2

84%98%72％98%114%98%基準年度比

11,77913,02010,45913,02013,28611,828Kg-CO2上記CO2排出量合計

319331321331356347kg

90%93%90％93%103%93%基準年度比

1.41.91.41.91.31.9t

67%90%67%90%58%90%基準年度比

11285678589164
基準年度比

126%95%75％95%51%95%

79％67％80％67％67％67％％
非PRTR製品
比率向上

※二酸化炭素排出係数 0.493 kg・CO₂/kWh



今期は全体的に電力の使用量が多く、基準達成するこ
とが出来ませんでした。その要因としてはスポットクー
ラーの導入の他、製造数の増加が考えられます。
また、2月などはエンドレス板事業が活発に動き始めた
こともあり、例年よりも大幅に数値が増加する結果とな
りました。
幸い、売上高原単位評価は概ねクリアできたため来期

では基準値の再設定を行い様子を見てみようと思います。
また、取組計画の節電運動展開をスポットクーラーの計
画的使用に変更予定です。

ｃｖ

電力の二酸化炭素排出量削減
kg-CO2  kg-CO2

 ◇駐車場・現場照明をLEDに総入れ替え◇事務所・工場各所に節電表示 ◇事務所照明の省エネ利用

目標を大幅に超える結果ですが…



年間の電力使用量は前年比 264 kWh増

■2021 ■2022

10月、11月と少し持ち直しましたが、数値の
増加はなかなか抑えられませんでした。ただ、
例年と比べ製造数も大幅に増加しているため、
ある程度は仕方ないと考えています。

月次評価

累計評価

■電気使用量 ■売上高

売上高原単位評価

月次評価

累計評価

電力二酸化炭素削減評価

年度初めは月次・累計共に×が続きましたが
何とか持ち直すことが出来ました。人員も増
え、製造量も増加傾向になってきているため
基準年の数値の見直しが必要です。
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年間太陽光発電量
太陽光発電量

今期の太陽光発電による売電量は15,240kWh – 402,331円

太陽光発電における年間のCO₂削減量は以下の通りとなっており、

◇ソーラーパネルの設置

単位：kWh

発電量（kWh）  × CO2 排出係数（kg/kWh）   ＝ CO2 削減量（kg）

今年度の電力消費量におけるCO₂排出量（2,781Kg）の約1.7倍の数値でした。
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年別太陽光発電によるCO2削減効果と
事業所の電力＋自動車燃料のCO2グラフ

弊社の取り組み ※太陽光発電は現在はFIT制度で売電しているが、FIT終了後*は自家消費の予定

（発電量によるCO2削減貢献量の計算には当社の電力の二酸化炭素排出係数( ₂ )を用いています。）

■発電によるCO2削減貢献量（kg-CO2）  ■CO2累計量（kg-CO2）

*2041年3月終了
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過去最も排出量の多かった2014年の数値から50％削減
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取り組み ： 電力の省エネ、 自動車のEV化、 再エネ電力使用、 駐車場に太陽光発電の設置

取り組み ： 電力の省エネ、 自動車のEV化、 再エネ電力、 太陽光発電



自動車の二酸化炭素排出量削減
kg-CO2 kg-CO2

◇ 積載量に応じた車両の使い分け

荷受けや引き取り待ちの時は、アイドリングストップを意識して効率の
良い運転を心掛けました。

月次評価

累計評価

自動車の二酸化炭素削減評価
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CO₂排出量 前年比 ＋734 kg-CO2

■2021 ■2022

今年度の年間走行距離は31,565kmでした。

■自動車 ■売上高

単位：L

前半の月は配達量が少ない割に数値目標を達成できなかったため、配達ルートの見直し
を行いました。
その甲斐あってかその後は順調に基準を達成することが出来ました。燃料も高騰して

いるため、今後も徹底して効率の良い配達方法を検討していきます。
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一般廃棄物の削減

廃棄物の
発生抑制

省資源

◇ 日々の在庫記録を
タブレットで

◇ 古紙リサイクル
 裏紙の再利用

◇ お弁当を使い捨て
→回収容器の業者へ

◇ 梱包材に再利用

kg kg

製品・
サービス

月次評価

累計評価

一般廃棄物の削減評価



製造量の増加に伴い、副資材から出るゴミの排出量
も大幅に増えています。これらは可能な限り梱包材や
裏紙などに転用していますが、再利用できない分をどれ
だけ削減できるかが今後の課題です。
現状の基準値でクリアしていくことは厳しいため、数

値の見直しを行いたいと思います。

■2021 ■2022

排出量削減のための対策
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今期は排出量が大幅に増加してしまいました。この項目も製造内
容に左右されるため来期からは、排出量の多い仕事の分散と廃棄
物の分別を徹底していきます。

また、排出量の増える原因と削減方法も探っていきます。

ｃｖ

産業廃棄物の削減

◇ 廃サクエを用いて掃除 ◇ 廃液の分別処理

廃棄物の
適正処理

リサイクル

排水

■産廃排出量 ■売上高

単位：ｔ
年別 産業廃棄物排出量

t t

排出量が大幅増・・・

単位：百万



◇節水レバー取り付け（右）
◇節水ラベル表示（左）

◇水温調節を氷→凍らせた
 ペットボトルで代用

水道水の削減
㎡ ㎡

水使用量
再利用

廃棄物の
発生抑制

月次評価

累計評価

水道水の削減評価

例年の課題であった夏場の散水方法を変更したため、７～８月の使用量を大幅削減
することができました。今後も効率的な使用を徹底していきたいです。



上半期においては仕事量に対し数値が少し高めだったことが気になりますが、結果的に数値目標を達成できて
よかったです。月次評価ではここ数年で徐々に×がつく月が増えてきているので、取組計画や削減方法の見直
しを考えていきたいところです。

■2021 ■2022

単位：㎡

数値目標を無事クリア

■水道 ■売上高
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年別 水道使用量推移
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再生原料利用の推進

◇ 純正品

グリーン
購入

製品・
サービス アセトンに関しては再生品の仕入れが100％のため、

その他の原料においても再生品に置きかえられる商品を
増やしていきたいと考えています。◇ 再生品

再生品A D/M 0 0 0 8 12 16 20 12 21 12 20 20 141

純製品A D/M 30 0 15 10 15 10 5 5 5 5 10 5 115

月別購入量比較



◇ 施設内での商品別管理 ◇ 消防法に対応した保管

化学物質の適正管理

化学物質
製品・サービス

排水

◇ 危険物取り扱いの周知 

建築物

適正管理を行っています

多くの危険物を取り扱うため、徹底した管理を行っています。
安全面の他、作業効率や品質向上にもつながる取り組みでもある
ので継続的に見直し・修正をしていきたい項目です。
また、近隣には住宅も多いので進入禁止・危険物取扱周知をし、

事故の未然防止に努めています。



化学品の危険・有害性ごとに分類

基準をピクトグラム等で表したもの。

商品ラベルの表示に関して

自社商品ラベルにはGHSやSDSへ直接アクセス可能なQRコードの印字をすることで使用者がいつでも危険性を確認
でき、また適切に管理できるようになっています。

事業者に提供する際に交付する危険性を記載した文書のことで主に火災、
人体、環境等の危険性がまとめられている。

SDSとは事業者が化学物質を含んだ製品などを使用、もしくは他の



◇安全データ作成 ◇ リスクアセスメント作成

非PRTR製品比率向上

化学物質
製品・サービス

4，5月は売り上げの落ち込みがダイレ
クトに反映されていましたが、後期は製
造量が通常に戻る結果となりました。
商品の製造内容によって比率の大小の

月はありますが、年間通して全てクリア
出来て良かったと思います。
今後も注文内容に左右される項目では

ありますが、脱トルエンの推進に努めま
す。

目標値を無事達成
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後期に２度メンテナンス作業を行うことがあり、そのうちの１件は新規でさせて頂くチャンス
を貰えました。また、メンテナンス作業とは別に、手直しをする作業も２件ありました。今後
も更なる技術の向上を求められているので、頑張ります。



環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです

環境関連法規制等の順守状況の評価の結果、環境関連法規制は順守されていました。
なお、違反、訴訟なども過去三年間ありませんでした。

適用される事項（施設・物資・事業活動等）適用される法規制

一般廃棄物、産業廃棄物（廃プラ、廃油等）廃棄物処理法

地下タンク貯蔵所水質汚濁防止法

製品のＳＤＳ発行ＰＲＴＲ法

溶剤毒物及び劇物取締法

地下タンク貯蔵所・製造所消防法（危険物）

トラック大阪府自動車流入規制

該当なしフロン排出抑制法

品質管理顧客要求事項

外部からの環境上の苦情・要望等は年間を通してありませんでした。

２９





☑



怪我による
事業継続の困難

・損害により事業所が
使用困難
・OA機器が使用困難

運転資金が一時的に
不足になる

データが失われる
可能性がある



初動対応の内容 発災後の
対応時期

事前対策の内容 初動対応の
内容

発災後の
対応時期

事前対策の内容

初動対応の内容 発災後の
対応時期

事前対策の内容







出社時に検温チェック
＆体温表で管理

朝夕に事務所・社用車の
除菌の徹底

事務所・応接室に
飛沫防止用アクリル板を設置

社内外へ向けた掲示





再生品の使用について

バイオエタノールの使用

さとうきびやトウモロコシなどのバイオマスと呼ばれる生物資源から製造された
エタノールの事です。これらは原料の成長過程で光合成をおこないCO2を吸収
する為、おおきなサイクルで見た時に一方的に大気中にCO2を放出することに
ならないので環境に良いとされています。

バイオエタノールとは



環境負荷の削減にのみ
意識が向いてしまいますが、
このような緑化の取り組み
にも力を入れていきたい
と考えています。

毎朝、社周辺を
清掃しています。



イベントを通してこれからも森林保全を意識した活動を
続けていければと考えています。

▲ 設営風景

▲ 出来上がった作品にニスを塗布



代 表者による
全体の評価と見直し・指示

編集後記

４１

実施日：2023.6.5 更新日：2023.10.2

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 基準年度の見なおし

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり


